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謹啓 陽春の候、門徒各位におかれましては、益々ご健勝のことと拝察申し上げます。 

さて、本年も稱名寺二大仏事の一つである「永代経法要」を厳修致しますのでご案内申

し上げます。お寺に足をお運び頂き「一期一会」のご縁を結んでくださることを念じてお

ります。                             合掌 

  門信徒各位 

                 2026 年 4 月 住職・総代・世話人一同 
 

日時 2026 年５月 31 日(日) 午後 2 時開会、4 時頃まで 

      （受付は 1 時半より。日程の詳細は裏面をご覧ください。） 

会場 稱名寺  参加費 こころざし 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

※申込は不要です。 持参品 お念珠、（お持ちの方は勤行本・肩衣）、平服で結構です。 

 真宗大谷派 稱名寺 〒212-0053 神奈川県川崎市幸区下平間 183   TEL：044-511-1674  https://shomyo-ji.com/ 

法話  小林
こばやし

 尚樹
な お き

 師 光明寺住職（東京都江東区）、元東京教区駐在教導 

講題 「仏教の終活」 

終活という言葉を聞くと、「人生の終わりに向けた活動」というイメ
ージを持たれる方が少なくないと思います。老い、病み、そしてこの
いのちを終えていくことは不安ですし、家族に迷惑をかけないようにと
準備することはとても大切なことです。 
でも、老いや病については準備ができても、このいのちが終わりを

迎えるということは、なかなか準備できることではありません。 
「老・病・死」を抱えたこのいのちをどう生きて往くのか。仏の教えに

尋ねてまいりたいと思います。 



永代経法要   日程 

期日 ５月 31 日(日) 
 

午後 1 時半 受付  

午後 2 時 開会 真宗宗歌・住職挨拶 

 法要 阿弥陀経 正信偈同朋奉讃 

 法話 小林 尚樹 師  

午後 4 時頃 閉会 挨拶・恩徳讃・散会 

お斎(昼食)はありませんが、閉会後、庫裏にてご講師を囲んでの懇親会を予定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  5 月の「同朋の会」は休会です 

 

「お磨
みが

き奉仕」のお願い（ご奉仕可能な時間だけでも結構です） 

 ―― ５月 23 日（土）午前９時から昼頃迄 ―― 

作業しやすい服装で、お時間にお寺までお越しく

ださい。初めての方も是非ご協力ください。申込不

要です。今回も、仏具磨きを中心に、境内や庫裏の

清掃はできる範囲で終わり、お昼頃までに終了しま

す。 

なお、お昼はお弁当を用意致しますが、持ち帰ら

ず、庫裏で食べていただいても結構です。              
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今を生きている私たちには、私たちに先駆けて
そのいのちと精一杯向き合い、亡くなっていか
れた方からの願いが届けられています。その
亡き人をご縁にお釈迦さまの教え（お経）を聞
き続ける。そのような場が永代にわたって相続
されていくことを願って勤められる法要が永代
経（永代経法要）です。 


